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　今回のオンラインセミナーでは東北学院大学の斎藤先生
に、江戸時代後期に台頭してきた、尾州廻船を含む新興海運
勢力と、それにより再編された全国物流網、江戸の舟運を担
った船の種類についてお話しいただき、ミツカン水の文化セ
ンターの設立にもつながる、ミツカングループの創業期に酢
が尾張半田から江戸に運ばれた背景を解説いただきました。
　また、一般財団法人招鶴亭文庫が所蔵する「中埜家とす
しや与兵衛との書簡」や「関東大震災発生時の様子を報告
する葉書」などの古文書をひも解き、酢が江戸の食文化に貢
献した姿や、災害時にも船で酢を江戸に運びつづけた歴史を
感じられる内容でした。
　オンラインセミナーの後には、斎藤先生と希望者によるオ
ンライン交流会を実施しました。短い時間でしたが、斎藤先
生との会話を楽しんでいただき、遠方からの参加者を含め、
オンラインならではの交流の機会となりました。
　今回は、初めての“オンラインセミナー”開催となりました
が、全国各地より多くの方にご参加いただくことができました。

「江戸東京への舟運～古文書でたどる酢の軌跡～」の講義
動画や講義資料は、Webサイトからご覧いただけます。
　当日ご参加いただけなかった方も、もう一度視聴されたい
方も、ぜひご覧ください！
http://www.mizu.gr.jp/news/201128_report.html

（2020年12月8日のお知らせに掲載しております）

機関誌『水の文化』制作について

　ミツカン水の文化センターで発行して
おります機関誌『水の文化』67号につき
ましては、感染防止対策を徹底しつつ取
材活動を行ないました。
　取材先の皆さまには、顔写真撮影に関
してマスクを外していただくなどのご協力
をお願いいたしました。この場をお借りし

て御礼申し上げます。
　また、ご好評いただいております連載

「食の風土記」「Go! Go! 109水系」はや
むを得ず休載といたしました。
　68号以降も感染防止対策を徹底した
うえで、機関誌『水の文化』を制作してま
いります。
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江戸東京への舟運
～古文書でたどる酢の軌跡～

オンラインセミナー

開催しました

	 日時：	2020年11月28日（土）
	 	13：30～ 16：00
	 会場：	オンライン（Zoomにて配信）

	参加者数：	オンライン講義　 73名	
	 	オンライン交流会   7名
	 講師：	斎藤善之（さいとう よしゆき）さん
		 東北学院大学教授

	 主催：	ミツカン水の文化センター
	 共催：	一般財団法人 招鶴亭文庫

機関誌『水の文化』66号に関する訂正とお詫び

『水の文化』66号の記事について誤記がありましたので、
お知らせいたします。
　ｐ26 『農具便利論』の説明文

誤　大川永常著
正　大蔵永常著

　すでにお手元に届いている読者の皆さまに訂正してお詫
びいたします。

Webで
公開中！

講師を務めた東北学院大学
教授の斎藤善之さん

斎藤先生は古文書などを用いて講義
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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※禁無断転載複写転売

『水の文化』67号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form67.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


